
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。

すげえ
うめぇよ～！

み～な

秩父夜祭りも過ぎ寒さも一段と厳しい季節。
町内の切り干し芋の生産が最盛期に入り、
作業員の方もふかす前の作業にも気合いが
入ります。いい切り干し芋を作り、ほかの地
方の製品に負けないよう、そして特産品とし
て愛されるように一同頑張っています。
町民の皆さん、ぜひおいしさを確かめてみ
てください。

み～なみ～な

P.5町に聞きました
　5名の議員が一般質問

平成28年12月定例会
2017 年 ２ 月 1 日 発 行

第20号
埼玉県皆野町議会

P.8

委員会からの報告

12月定例会 議会はここに注目！
 こども医療費
　　　18歳まで無料化！

P.2 「切り干し芋の仕込み」
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

12
月
定
例
会
　  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

　
平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
14
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
の
町
長
提
出
議

案
６
件
、
同
意
４
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
５
名
が
行
い
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

こども医療費
18歳まで

無料化！
こ
ど
も
医
療
費
支
給
対

象
を
18
歳
ま
で
に
拡
大

　

こ
ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象
年
齢

を
15
歳
か
ら
18
歳
ま
で
に
変
更
。　

　

平
成
29
年
４
月
１
日
以
後
の
診
療

に
か
か
る
医
療
費
の
支
給
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
【
主
な
質
疑
】

質
疑

中
学
校
卒
業
後
、
働
い
て
い

る
場
合
で
も
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

答
弁

働
い
て
い
て
も
医
療
費
の

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。
18
歳
に

な
っ
た
日
以
後
の
、
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
が
対
象
で
す
。

質
疑

18
歳
ま
で
に
拡
大
し
た
場

合
、
ふ
え
る
分
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
。

答
弁

人
数
は
約
２
８
０
人
、
約

４
０
０
万
円
の
予
算
計
上
を
考
え

て
い
ま
す
。

質
疑

国
は
、
こ
ど
も
医
療
費
の
窓

口
無
料
化
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

に
対
し
「
受
診
と
医
療
費
が
ふ
え

る
」
と
い
う
理
由
で
、
国
保
の
国

庫
負
担
金
の
減
額
調
整
措
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
当
町
で
は
ど
の
く

ら
い
の
減
額
が
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答
弁

平
成
25
年
か
ら
３
年
間
で

約
１
８
０
万
円
が
減
額
さ
れ
て
い

ま
す
。

質
疑

国
か
ら
の
減
額
調
整
に
対

し
、
全
国
町
村
会
と
し
て
は
ど
う

い
う
態
度
で
す
か
。
あ
わ
せ
て
町

長
の
考
え
は
。

答
弁

全
国
町
村
会
、
全
国
市
長

会
、
全
国
知
事
会
と
も
減
額
調
整

措
置
に
反
対
し
て
い
ま
す
。
私
と

し
て
も
減
額
調
整
措
置
は
廃
止
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

み～な
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「
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
」
で

お
い
し
い
お
そ
ば
が
ま
た
食
べ
ら
れ
ま
す
！

平
成
28
年
度

補
正
予
算

 平成28年　第４回（12月）定例会

質
疑

水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
が
、

食
堂
を
再
開
し
た
と
広
告
に
あ
っ

た
が
、
お
い
し
い
そ
ば
が
ま
た
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
水

と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
の
愛
称
が

「
合ね

む歓
の
湯
」
に
決
ま
っ
た
と
あ

り
ま
し
た
。
愛
称
を
決
め
る
に
あ

た
り
、
一
般
公
募
は
な
か
っ
た
よ

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７

１
９
９
万
円
を
追
加
し
、
総
額
40
億

７
８
１
８
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

質
疑

臨
時
給
付
金
国
庫
補
助
金

と
し
て
３
３
２
１
万
円
計
上
さ
れ

た
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

答
弁

消
費
税
増
税
分
に
伴
い
、

低
所
得
者
へ
の
給
付
金
に
充
て
る

も
の
で
す
。

質
疑

子
ど
も
た
ち
の
教
育
・
保

育
給
付
費
国
庫
負
担
金
と
し
て
、

１
９
７
８
万
円
も
計
上
さ
れ
た

が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
増
額
補
正
さ

れ
る
の
で
す
か
。

答
弁

保
育
所
の
入
所
児
童
が
ふ

え
た
た
め
の
措
置
で
す
。

質
疑

町
道
改
良
土
地
購
入
費
６

５
１
万
円
が
計
上
さ
れ
た
が
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

答
弁

皆
野
１
８
１
号
（
上
原
区
）

の
道
路
改
良
に
係
る
用
地
購
入
費

で
す
。

議会事務局へ
　　ファックス
　　　　　または

　　メールにて

gikai@town.minano.saitama.jp
0494-62-2791FAX

メール
み～な

傍聴、お待ちしています
次の定例会は
３月中旬頃に
開催される予定です。
傍聴もできます。

う
で
す
が
、
町
が
委
託
し
て
い
る

の
で
あ
る
い
は
、
町
長
か
ら
参
考

意
見
は
出
さ
れ
ま
し
た
か
。

答
弁
こ
ち
ら
か
ら
意
見
は
言
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

食
堂
は
午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
や
っ
て
ま
す

休
館
日
：
毎
月
第
一
火
曜
日
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

12
月
定
例
会
　  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果平成28年第４回定例会で審議された議案 審議結果

皆野町個人番号の利用に関する条例の制定について 原案可決

皆野町税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

皆野町こども医療費支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

平成28年度皆野町一般会計補正予算（第３号） 原案可決

平成28年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第1号） 原案可決

人権擁護委員候補者の推薦について 同 意

教育委員会委員の任命について 同 意

教育委員会委員の任命について 同 意

固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意

子ども医療費無料化と国民健康保険財政調整交付金削減のペナルティをやめることを求める
意見書の提出について 否 決

町
長
提
出
議
案

議
ぎかい

会の会
かいぎ

議において、議
ぎいん

員が「議
ぎあん

案」を議
ぎちょう

長に提
ていしゅつ

出することを言
い

います。皆
みなのまち

野町では、
１つの発

はつぎあん

議案に関
かん

して原
げんそく

則として２
ふたり

人以
いじょう

上の議
ぎいん

員が賛
さんどう

同しなければ提
ていしゅつ

出することができ
ません。主

おも

な発
はつぎあん

議案として、「条
じょうれい

例」、「意
いけんしょ

見書」などがあります。

　

発
はつぎあん

議案とは

人事案件
人権擁護委員の推薦、教育委員会委員の任命、固定資産評価審査委員会委員の選任に同意しました。

同
意

人権擁護委員

常木美登里氏
（皆野町大字皆野）

教育委員会
委員

飯野水男氏
（皆野町大字国神）

堀口元近氏

教育委員会
委員

（皆野町大字三沢）

宮原本法氏

固定資産評価
審査委員会委員

（皆野町大字大渕）

子ども医療費意見書
子ども医療費無料化と国民健康保険財政調
整交付金削減のペナルティをやめることを
求める意見書を提出するための発議案

（常山知子議員提出）

賛成・反対討論が行われ、採決し、賛成少
数（２名）で否決となりました。

否
決

表 彰
　内海勝男議員が埼玉
県知事表彰を受賞され
ました。長年にわたり
皆野町議会議員として
地方自治の振興発展に
尽力され､ その功績が
認められたものです。内海 勝男 議員

発
議
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小杉修一 議員
1.空き家対策を有効に進めるために

2.議会だよりがモノ黒であることについて

若林光雄 議員
1.地域の安全を守る防災活動について

2.農産物の食害対策について

林　太平 議員
1.高齢者運転者の死亡事故増について

常山知子 議員
1.地域住民の交通手段を確保するために

2.学校図書館の学校司書配置について

3.日野沢わくワクセンターの多目的研修室の利用に 
 ついて

内海勝男 議員
1.総合振興計画の進捗状況と新年度予算編成の骨子 
 について

12月定例会では、町民を代表して５名の議員が質問を行いました

一 般 質 問 項 目

み～な

今回の一般質問は全９項目。

傍聴もできますので

お気軽にお越しください。

個
こ こ

々の議
ぎいん

員が、行
ぎょうせいぜんぱん

政全般にわたり、事
じぎょう

業の進
すす

み具
ぐあい

合や将
しょうらい

来の施
しさく

策について、自
じぶん

分の政
せいさくていげん

策提言も含
ふく

めて町
まちしっこうがわ

執行側に考
かんが

えを聞
き

くものです。本
ほんかいぎ

会議で一
いっぱんしつもん

般質問をしたい議
ぎいん

員は「これについて聞
き

きます」
ということを記

しる

した「一
いっぱんしつもんつうこくしょ

般質問通告書」をあらかじめ提
ていしゅつ

出しておきます。

一
いっぱんしつもん

般質問とは

空
き
家
対
策
を

有
効
に
進
め
る
た
め
に

小
こすぎしゅういち

杉修一

11
月
に
、
議
会
と
執
行
部

で
、
新
潟
県
見
附
市
の
空

き
家
対
策
を
研
修
し
て
き
ま
し
た

が
、
大
変
真
剣
な
取
り
組
み
、
そ

し
て
そ
の
た
め
の
機
動
的
な
内
容

の
条
例
に
感
心
し
ま
し
た
。
当
町

で
は
現
在
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ

て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
あ
の
よ
う

な
条
例
が
制
定
さ
れ
た
方
が
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

９
月
定
例
会
の
時
点
で
町

内
に
は
２
６
６
件
の
空
き

家
が
あ
り
ま
す
と
報
告
を
い
た
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
残
っ
て
い
た
行

政
区
長
さ
ん
か
ら
の
報
告
が
あ
り

最
終
的
に
、
現
在
３
１
１
件
の
空

き
家
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
基
づ

き
調
査
・
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
７
件

の
危
険
と
思
わ
れ
る
空
き
家
が
存

在
し
ま
す
。
町
で
は
所
有
者
の
方

を
確
認
し
、
そ
の
対
応
を
要
請
し

て
ま
い
り
ま
す
。
条
例
に
つ
い
て
は

当
町
に
合
う
形
の
も
の
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

昔
と
違
っ
て
空
き
家
な
ど

を
探
険
す
る
子
ど
も
も
い

な
く
て
、
反
面
寂
し
い
感
じ
も
し

ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
危
険
な

空
き
家
に
近
づ
い
て
け
が
を
し
な

い
よ
う
早
急
に
対
応
し
て
く
だ
さ

い
。

そ
の
方
向
で
臨
み
ま
す
。　
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

12
月
定
例
会
　  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

一
いっぱんしつもん

般質問をする上
うえ

でのきまりごと
一般質問は事前に出された（一般質問通告書）に沿って行われ、その内容によって町長・教育
長はじめ担当課長が答弁します。質問の順番は通告書の提出順で、皆野町議会の場合、議員１
人当たり質問・答弁を含めて、60分です。

昼
間
の
災
害
時
に
、
町
内
在

勤
団
員
が
少
な
く
、
地
域

防
災
の
底
上
げ
を
考
え
る
と
き
、
役

場
職
員
の
活
躍
が
一
番
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
組
織
化
を
含
め
て
、
町
当

局
で
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

役
場
職
員
に
よ
る
常
備
消

防
化
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

分
団
の
弱
体
化
や
指
揮
命
令
系
統

の
複
雑
化
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
消
防
団
の
意
見
を
踏
ま
え
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
連
絡
方
法
と
し
て
、

安
心
・
安
全
メ
ー
ル
は
必

要
と
思
い
ま
す
が
、
登
録
団
員
は

何
人
い
ま
す
か
。

現
在
１
５
５
名
で
、
今
後
団

と
協
議
し
全
登
録
に
向
け

て
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

機
能
別
消
防
団
組
織
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

現
在
Ｏ
Ｂ
隊
を
設
置
し
て

活
動
を
し
て
い
る
が
、
今
後

女
性
消
防
団
結
成
を
考
え
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
イ
ノ
シ
シ
・
鹿
に
よ

る
農
作
物
被
害
は
、
深
刻

で
す
。
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
そ

の
駆
除
対
策
を
具
体
的
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

防
護
柵
設
置
の
補
助
金
、
捕

獲
従
事
者
へ
の
助
成
金
、
駆

除
委
託
料
等
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

当
町
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
の
で
、

秩
父
定
住
自
立
圏
に
お
い
て
も
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　　　　

地
域
の
安
全
を
守
る

防
災
活
動
・
有
害
鳥
獣
対
策

防
災
活
動
・
有
害
鳥
獣
対
策

防
災
活
動
・
有
害
鳥
獣
対
策

若
わかばやしみつお

林光雄
皆野町消防団特別点検

高
齢
者
運
転
者
の

死
亡
事
故
増
に
つ
い
て

林
はやし

　太
た へ い

平

新
聞
な
ど
で
、
ひ
と
ご
と
と

は
思
え
な
い
、
高
齢
者
に

よ
る
事
故
が
相
次
い
で
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
先
日
娘
か
ら
「
お
父

さ
ん
も
遠
く
ま
で
運
転
を
す
る
の

は
、よ
し
た
方
が
い
い
」
と
言
わ
れ
、

相
当
の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　
町
報
な
ど
で
加
齢
の
影
響
な
ど

注
意
喚
起
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

提
案
し
ま
す
。
ま
た
私
の
勤
務
す

る
会
社
で
は
、
車
内
に
運
転
10
原

則
と
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て

あ
り
ま
す
。
標
語
な
ど
を
募
集
し

て
、
優
し
い
言
葉
で
注
意
喚
起
す

る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
つ
く
り
、
配
付
し

た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

本
町
に
お
け
る
10
月
31
日

現
在
の
65
歳
以
上
の
運
転

免
許
証
所
持
者
は
２
１
２
９
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
運
転
者
に
よ

る
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
操
作

ミ
ス
に
よ
る
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
高

齢
者
が
事
故
の
被
害
者
に
な
る
だ

け
で
は
な
く
、
高
齢
者
事
故
の
加

害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
ふ
え
て
い

ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
と
し
て
は
、
質

問
の
と
お
り
通
学
路
の
ハ
ー
ド
面

の
整
備
の
ほ
か
、
啓
発
活
動
の
ソ
フ

ト
面
の
対
策
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

秩
父
警
察
署
で
は
高
齢
者
四
輪
体

験
ス
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
交

通
安
全
母
の
会
の
皆
様
に
は
、
高

齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
危
険
度
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
高
齢
者
世
帯
に
訪
問

し
て
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
み
な
の
で
は
交
通
安
全
の

啓
発
は
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
高
齢
運
転
者
の
事
故
に
関

す
る
内
容
も
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

ス
テ
ッ
カ
ー
作
成
に
つ
い
て
も
検

討
し
ま
す
。
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新
年
度
の
予
算
編
成
は
、
第

５
次
総
合
振
興
計
画
策
定
と

併
行
し
て
の
推
進
状
況
に
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
３
月
に

策
定
さ
れ
て
い
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
示
さ
れ

て
い
る
諸
施
策
に
つ
い
て
、
新
年
度

予
算
に
ど
う
反
映
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。
特
に
「
子
育
て
に
係
る

経
済
的
負
担
の
軽
減
」
施
策
の
中
で
、

学
童
保
育
料
の
減
免
、
学
校
給
食
費

の
減
免
等
が
あ
り
ま
す
。
学
童
保
育

料
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
度
よ
り
既
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

次
に
保
護
者
の
負
担
と
し
て
大
き

い
の
が
給
食
費
で
す
。
公
平
的
な
子

育
て
支
援
策
と
し
て
も
「
学
校
給
食

費
の
無
料
化
」
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
。

平
成
20
年
度
か
ら
、
子
育
て

支
援
と
し
て
給
食
費
の
負
担

軽
減
策
を
実
施
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
小
・
中
学
校
に
３
名
以
上
の

児
童
・
生
徒
を
就
学
さ
せ
る
保
護
者

に
対
し
３
人
目
か
ら
の
給
食
費
を
免

除
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
全
体
の
予

算
を
考
慮
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

過
去
数
年
の
一
般
会
計
の
実

質
収
支
は
、
約
１
億
円
前
後

の
黒
字
で
あ
り
、
平
成
27
年
度
に
つ

い
て
は
、
約
１
億
５
０
０
０
万
円
の

黒
字
で
し
た
。「
子
育
て
支
援
の
皆
野

町
」
と
し
て
さ
ら
に
自
負
で
き
る
よ

う
、
ま
た
、
県
内
で
既
に
「
給
食
無

料
化
」
を
実
施
し
て
い
る
小
鹿
野
町

や
滑
川
町
等
も
参
考
に
し
、
実
現
で

き
る
よ
う
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
。

役
場
庁
舎
・
文
化
会
館
・
温

水
プ
ー
ル
・
総
合
セ
ン
タ
ー

等
々
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
３
年
間

く
ら
い
で
数
億
円
の
改
修
費
を
見
込

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
来

年
度
か
ら
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
給
食
費
の

無
料
化
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 ̶

子
育
て
支
援 ̶

学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
！

学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
！

学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
！

内
うちかい か つ お

海勝男

常
つねやま と も こ

山知子

「
皆
野
町
地
域
公
共
交
通

会
議（
交
通
会
議
）」の
目
的
、

開
催
回
数
、
内
容
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。

目
的
は
地
域
の
実
情
に
即

し
た
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
に
必
要
と
な
る
事
項
を
協
議
す

る
た
め
に
設
置
。
回
数
は
５
年
前

か
ら
３
回
、
内
容
は
町
営
バ
ス
の

運
行
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
す
。

町
に
合
っ
た
公
共
交
通
を

実
現
す
る
た
め
に
検
討
す

る
よ
う
何
回
も
質
問
し
、
議
員
全

員
の
総
意
で
「
今
後
は
町
全
体
の

交
通
体
系
の
見
直
し
も
必
要
」
と
、

お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
の
見
直
し
を

申
し
入
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
声

が
あ
る
中
で
、
町
長
は
交
通
会
議

を
開
き
、
検
討
す
る
認
識
は
な
か
っ

た
の
で
す
か
。

現
状
で
は
、
お
で
か
け
タ
ク

シ
ー
が
ベ
タ
ー
だ
と
考
え
、

今
の
と
こ
ろ
新
し
い
制
度
は
持
ち

合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
は
あ
く

ま
で
補
助
制
度
。
交
通
会
議

を
活
用
し
、
町
に
合
っ
た
公
共
交
通

を
作
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
町
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
今

後
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

秩
父
鉄
道
、
町
営
・
西
武
バ

ス
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
完
す

る
形
で
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
形
が
ベ
タ
ー
だ
と
考

え
ま
す
。

学
校
図
書
館
に
学
校
司
書
の

配
置
を
！学

校
図
書
館
法
第
６
条
に

「
学
校
図
書
館
に
司
書
を
配

置
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
基

づ
き
、
司
書
を
配
置
す
る
考
え
は
。

現
在
の
と
こ
ろ
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
課
題
を
考
慮
し
、
今

後
も
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す

「
交
通
会
議
」
を
活
用
し
、

町
に
合
っ
た
公
共
交
通
を
！
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常任委員会からの報告

　地元の親鼻通りに小さな神社があります。秋
葉大神様です。毎年４月４日と12月４日の午前
に盛大に大祭がとり行われます。当日の朝、親鼻
区の行祭事、役員で準備をして、伝統の立派な
のぼりも立てられます。まちも人口が減ってきて
しまっていますが、そのときはにわかに賑やかで
す。そして、神主さんをお招きし、わずか三畳の
社に大勢上がり込み、大神様にかしこみお願いい
たします。大変ご利益あると地元の長老さんたち
はおっしゃいます。どうぞお出かけください。
「まちに子どもがふえますように」パンパン!!　
　　　　　　　　　　　　　小杉　修一

議員雑記
三畳の社

議会ホームページ
もご覧ください

合同視察研修を実施
健康づくりの意識向上

総務教育厚生常任委員会
委員長  新井達男

　平成28年11月９日、新潟県阿賀野市へ「健康寿命
日本一」に向けた取り組みについて、翌日は見附市
の「空き家対策」の現況等を各委員、全員で視察し
てきました。
　阿賀野市の人口は平成28年３月末現在、４万4037
人、高齢化率29.8％の市ですが、さまざまな健康づ
くりに取り組んでいました。若年層の健康促進事業
に目を向け、中学生からの健診により、生活習慣病
の早期発見対応に取り組み、自発的な健康づくりの
意識を高め、市民による自発的な健康づくりへの取
り組みと市民協働の
推進をしているのが
特に印象に残りまし
た。

合同視察研修を実施
空き家対策の今後は

産業建設常任委員会
委員長  宮前　司

　平成28年11月10日、新潟県見附市で空き家対策
の研修をしました。見附市では降雪が多く、積雪で
危険度が倍増することから、早い時期から空き家対
策を進めてきました。
　空き家等適切に管理する条例、固定資産税等の減
免に関する要綱を平成24年10月に施行し、老朽危険
空き家66棟中52棟を解体など解決しています。
　市では、さまざまな支援策を行ってきましたが、
所有者が高齢化し、自主的な改善が困難となり、平
成28年９月に老朽
危険空き家等の解
体除去費補助制度
を開始しました。
　皆野町では空き家
の調査が済んだとこ
ろです。今後の取り
組みに期待します。

見附市で視察阿賀野市で視察

ＢＴＯ方式の焼却センター
議員  四方田　実

　９月26日・27日に行政視察を行いました。静岡
県御殿場市・小山町広域行政組合の富士山エコパー
ク焼却センターでは、民間事業者が施設を整備し、
施設の所有権を組合へ移し、その事業は民間事業
者が維持管理するＢＴＯ方式で運営される施設で
した。静岡市上下水道局水道部では、施設の老朽
化が進み、持続可能な中長期更新計画を策定し事
業運営する取り組みを視察しました。

　11月18日平成28年第３回組合議会が開催され、
提出議案は７件で認定・原案可決されました。

秩父広域市町村圏組合議会の報告


